
 

【日程】 

5 月 3 日 室堂→雷鳥荘→雷鳥沢キャンプ場 

5 月 4 日 雷鳥沢キャンプ場→剱御前小舎→別山南峰→別山北峰→往路を戻る 

5 月 5 日 雷鳥沢キャンプ場→雷鳥荘→室堂 

【メンバー】男性 9 名、女性 2 名 

【アクセス】  

往路 5 月 2 日 梅田阪急バス三番街 BT（22：00 発） 

    5 月 3 日 ⇒富山駅前（5：20 着）電鉄富山（6：10 発）⇒立山駅（7：22 着 8：15 発） 

        ⇒室堂（9：45 着） 

復路 5 月 5 日 室堂（8：30 発）⇒美女平（9：30 発）⇒立山駅（9：44 発）⇒電鉄富山（10：50 着） 

        …昼食…富山駅（13：17 発）⇒金沢駅（13：39 着）…自由行動…金沢駅（15：19 発） 

        ⇒大阪駅（18：07 着） 

【宿泊】テント泊 7 名、小屋泊 4 名 

【天候】曇り時々晴れ（強風） 

***コースタイム*** 

5 月 4 日 

雷鳥沢キャンプ場 9：15 発 

剱御前小舎    11：15 着 

         11：50 発 

別山南峰     12：30 着 

         12：42 発 

別山北峰     12：50 着 

         13：00 発 

別山南峰     13：13 着 

         13：20 発 

剱御前小舎    13：40 着 

         14：05 発 

雷鳥沢キャンプ場 15：00 着 

***活動記録*** 

当初 1 日目に別山、2 日目に奥大日岳に登る予定だったが、室堂到着後に現地係員

から山の上では 40ｍ/ｓもの暴風が吹いているとの注意があった。その為 1 日目は登

山を中止し、雷鳥沢付近の斜面にて滑落停止訓練および雪上歩行訓練を繰り返し行っ

た。その日の晩は非常に激しい風雨に見舞われ、小屋泊とテント泊では天国と地獄ほ

どの差があった模様…。翌朝まで激しい風雨が続いたが、AM8 時頃には雨は止み、

徐々に晴れ間が出てきた。風はやや強めだったが登山を行うことに。まずは剱御前小

舎を目指した。途中ガスっていたが、剱御前小舎に着くと同時に徐々にガスが晴れ、

雄大な剱岳が姿を現した。天候も安定していたので、その後別山へ。別山北峰では剱

岳と後立山連峰の素晴らしい景色を堪能！しかし北峰から南峰に戻る途中、突然強風

が吹き荒れ、耐風姿勢のまま暫く動けず。雪山でのピッケルの重要性を再確認するこ

とが出来た。その後は特に問題なく、無事に 15 時下山。最終日は富山で新鮮な寿司

に舌鼓を打ち、開通間もない北陸新幹線に乗り、金沢ではプチ観光まで楽しめた。今

回は天候の関係で予定変更があったものの、非常に充実した内容の GW 春山合宿とな

りました。 



【写真】 

 

1.梅田から高速バス 

 

2.早朝、富山駅に到着 

 

3.電鉄富山に乗換 

 

4.立山駅で室堂行の直通バスに

乗換 

 

5.雪の大谷 

 

6.室堂に到着して、早速アイゼ

ン装着 

 

7.雷鳥沢に向けて出発！ 

 

8.途中のエンマ台で記念撮影 

    

 

9.小屋組は雷鳥荘へ 

 

10.テント組は雷鳥沢でテン

ト設営 

 

11.1 日目は強風で登山中止、

雪上訓練へ 

 

12.滑落停止のお手本 

 

13.滑落停止訓練を何度も繰り

返す 

 

14.急斜面で雪上歩行の練習 

 

15.2 日目、明け方までの暴風

雨が去り、青空が出てきた 

 

16.天候の回復を待って雷鳥沢

を出発 



 

17.まずは剣御前を目指して登

っていく 

 

18.雷鳥沢のテント場が遥か

下に 

 

19.晴れたり… 

 

20.ガスったり… 

 

21.稜線に出た 

 

22.雷鳥！ 

 

23.剣御前小屋に到着 

 

24.剱岳・後立山連峰が姿を現し

た！ 

 

25.アイゼンを外して別山へ登

ることに 

 

26.まるで夏山のよう 

 

27.雷鳥 partⅡ 

 

28.別山に到着。風が強い！ 

 

29.ピッケルだけ持って別山北

峰へ 

 

30.別山北峰で記念撮影。この

後、暴風が吹き荒れる… 

 

 

31.慎重に～ 

 

32.ひたすら下る 

 

33.無事に雷鳥沢へ帰ってきた 

 

34.最終日はケーブルに乗っ

た 

 

35.富山で美味しいお寿司を

堪能 

 

36.北陸新幹線！ 



 

37.各々金沢でお茶したり、観

光したり… 

 

38.サンダーバードで大阪へ 

  

 


